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インクジェット法は、必要量の材料を必要な個所
にのみ塗布する印刷技術であり、本手法をエレク
トロニクスに応用すると大幅な省資源・省エネル
ギーにつながる。そのため、日本・ヨーロッパを
中心に精力的な研究が行われているが、実用に
耐えうる高性能な素子作製は極めて困難であ
る。

カーボンナノチューブをインクジェット印刷
電子素子作製には金属・半導体・絶縁体が必要となる。しかしながら、インクジェット印刷膜は結晶性
が乏しく、インクジェット印刷のみでの素子作製は極めて困難であった。本研究は、アモルファス膜でも
高い機能を発揮する材料に着目し、これらのインクジェット印刷技術を確立した。

柔軟なトランジスタを印刷
金属・半導体・絶縁体インクによるインクジェット
印刷技術のみを用いたトランジスタ作製技術を構
築し、基板を選ばない『電子素子印刷』を実現し
た。

カーボンナノチューブ配向膜を印刷
カーボンナノチューブは、ナノチューブ同士の配向
により伝導特性が向上する。しかしながら、これま
でのインクジェット印刷膜はアモルファス構造で
あった。本研究では、絶縁膜基板表面の修飾に
よる配向膜のインクジェット印刷に成功した。

カーボンナノチューブ薄膜や有機単結晶などの
優れた材料を用いて、高性能な電子素子・光素
子およびエレクトロニクスを構築する上で必要な
様々な要素をインクジェット法により試作する。本
研究においては、材料・基板表面・作製雰囲気
など様々な観点からインクジェット法の可能性お
よび適用範囲を広げる。

代表論文：Nano Letters, 12, 4013-4017, (2012)
新聞：日本経済新聞朝刊「LSIの素子 印刷で作製」（2011
年10月10日）
一 般 雑 誌：Chemical & Engineering News

「 Mo l ybdenum D i su l f i d e  Enab l e s  F l e x i b l e 
Transistors」（2012年7月26日）

環境に優しく安価な印刷技術を用いた、柔軟
性や伸縮性を持つ高付加価値な電子素子
実現への貢献がみこまれる。このような省資
源・省エネルギー・低環境負荷な新しい技術

は、既存のスマート端末の市場を塗り替える
であろう、次世代の情報端末機器における要
素技術となることが期待される。

カーボンナノチューブ（金
属・半導体）およびイオ
ンゲル（絶縁体）のイン
クジェット印刷

インクジェット法
で印刷したカー
ボンナノチュー
ブ配向膜 インクジェット法のみで作製した柔軟なトランジスタ


